
4.独立な二つの測定量 x、y が σx、σy の誤差をもっているとき、x+y の誤差は誤差伝播則を使う

と sqrt(σx
2+ σy

2)とかける。x、y が正規分布に従うことから出発して、これを証明せよ。 

 

（解答） 

 

z=x+y=(x0+σx)+(y0+σy) 

とする。また x、y が正規分布に従うとき、それらの確率分布 g(x)、h(y)は 

g(x)=Aexp[-(x-x0)2/2σx
2] 

h(y)=Bexp[-(y-y0)2/2σy2] 

となる。z=x+y の分布を f(z)で表すと、確率分布はある x=x’に対して次の関係式が成り立つ。 

f(z)dz=                

     =                   

     =                dz 

従って、 

f(z)=   
  

  
exp[-(x’-x0)2/2σx2] B exp[-(z-x’-y0)2/2σy2]dx’ 

   =AB  
  

  
xp[-(x’-x0)2/2σx2-(z-y0-x’)/ 2σy2]dx’ 

   =AB  
  

  
xp[-(1/2σx2+1/2σy2)x’2+{x0/σx2+(z-y0)/ σy2}x’-{x02/2σx2+(z-y0)2/2σy2}]dx’ 

ここで、ガウス積分の公式 

   
  

  
exp[-bx2+cx+f]dx=a  /  exp[c2/4b+f] 

より、係数を省略すると、 

exp[c2/4b+f]=exp[{x0/σx2+(z-y0)/ σy2}2/4(1/2σx2+1/2σy2) -{x02/2σx2+(z-y0)2/2σy2}] 

            =exp[-{z-(x0+y0)}2/2(σx2+ σy2)] 

よって、 

z=z0+σz=(x0+y0)+ (σx2+ σy2)1/2 

題意は示された。 


